
自然エネルギー選択のメリット 

①地球温暖化の原因となるCO2を排出しない（クリーンエネルギー） 

②自然の中にあるので、繰り返し何度でも発電できる（再生可能エネルギー） 

③お金が地域で循環する（地域エネルギー） 

④原油価格の高騰によって電気料金が上昇しない（将来料金安定） 

⑤災害時にも、自立したエネルギー供給が可能である（エネルギー安全保障） 

Ａ．消費者が自然エネルギーの多い電力会社やメニューを選択することで、当該発電所が

自然エネルギーへ更なる投資をすることが期待でき、好循環が生まれます。鳥取県では、

「とっとり市民発電所」や「ローカルエナジー」など着々と準備を進めている団体があります。

4月には間に合いませんが、じき電力の小売を始めると思うので、それらの動きを観察する

ことが大切になります。（注：3月時点で、「（株）中海テレビ」は小売り開始しました。） 

Ｑ．自然エネルギーを増やしたい場合、消費者はどのような選択をすればいいのでしょうか？ 

★エコサポーターズにできること!!★ 

1つ あわてず、最適な電力会社がでるのを待つ!! 

2つ 望ましい電力会社がでた段階で、自分たちが自然エネルギー由来の電気を選択する 

3つ 各発電所に電源構成を聞くことで、消費者のニーズを伝える（電力会社に電話しよう!!） 

4つ 自然エネルギーを選択する消費者を増やしていく 

とっとりエコサポーターズさんからの質問 

「電力の全面小売り自由化」とは？ 

 電気料金の引き下げや電気事業に

おける資源配分の効率化を進めること

を目的とし、2016年4月から、家庭など

に向けた電力小売りが全面自由化さ

れ、電力会社や電気プランを自由に選

べるようになります。 

 太陽光、風力、水力、地熱などの再

生可能エネルギーを中心に電気を供

給する事業者から電気を買うことや、

地域の事業者から電気を買うなど、電

気の地産地消も可能になります。 

【エコ端会議】電力自由化はとっとりの温暖化防止にいいの？悪いの？ 

 2月5日（金）に、鳥取県温暖化防止センターにおいて、エコ端会議「電力自由化はとっとりの温暖化防止に

いいの？悪いの？」を開催しました。講師として気候ネットワークの田浦健朗事務局長を迎え、平日の昼間

にも関わらず熱心なエコサポーターズの皆さんに集まっていただきました。講演内容を中心に報告します。 

温暖化を緩和し、低炭素・脱炭素社会を築くために、電源構成を確認を！ 

 これまでの地域独占型、集中管理閉鎖型電力システムからの改革に伴い、新規参入や自由競争、価格競争が

発生します。温暖化対策のためにも、温室効果ガスを発生させない自然エネルギーを中心とした電力を作る会社

を選んでいくことが大切です。電源構成開示が義務化されていないのが現状ですが、そこであきらめないで、各電

力会社に電源構成を聞き、自然エネルギーに対する高い消費者の関心を示す行動が重要になってきます。 

田浦さん 

山崎さん 

Ҙ ӓ л ̮ὁ↕ ̭ Ӳὑ β∆ ʝ Џ  



冷蔵庫住宅性能調査 
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冷蔵庫調査より一部報告 
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家庭における消費電力量のウエイト比率 
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冷蔵庫を2台以上持っている 
世帯が35%も!! 

家の中で冷蔵庫が一番
電気を使っています!! 
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②お風呂の熱源割合（%） 

住宅調査より一部報告 
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家庭の用途別エネルギー消費は熱が５０％以上!! 
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用途別エネルギー消費割合（%） 

出典：住宅環境計画研究所 
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住宅性能調査 

共感の輪で 

③建築年代 ④2000年以前に建てられた
住宅の断熱リフォーム箇所 
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天井 

4% 

床 

3% 

してい

ない 

58% 

2000年 

以前の住

宅 

68% 

時間 



 開催6年目の今年は、全国から2000団体近くの応募があり、厳正な審査によってえらばれた38団体が、

ファイナリストとしてプレゼンテーションを行い、競い合いました。鳥取県でも取り組むべき事例が多く、こ

れからの広がりに期待大です。 

＜表彰一覧＞ 

  2月16日、17日の2日間に渡り「低炭素杯2016」が東京で開

催されました。低炭素杯は、次世代に向けた低炭素社会の構

築を目指している企業・団体が各々の取組みを発表し、競い合

う場です。地球温暖化が確実に進行する今、この社会が持続

可能となるよう、今ここに生き、生活している私たちが未来の地

球、未来のこどもたちへの責任を自覚し頑張っている姿を、こ

の低炭素杯で全国に示していきます。 

賞 団体 取り組み 

環境大臣賞 グランプリ しずおか未来エネルギー株式会社 静岡発!!みんなで作る地域発電所 

環境大臣賞 企業部門 タキロン株式会社 昼光利用による建築物の低炭素化の推進 

環境大臣賞 学生部門 長崎県立諫早農業高等学校 
生物工学部 新エネルギー研究班 

微生物を用いた未利用バイオマスの研究 
～地域で目指す実用化～ 

環境大臣賞  
地域エネルギー部門 

株式会社 柳月 柳月が目指すCO2ゼロの菓子創り 

環境大臣賞 地域部門 米子工業高等専門学校 
B&C研究同好会 

食品廃棄物を利用した流通食品 
のロスを減らすための取組 

文部科学大臣賞 ファインモータースクール 教習所が発信するエコドライブ！ 
～誤解を解き自主的な実践を～ 

文部科学大臣賞 静岡県立富岳館高等学校 
農業クラブ 

「究極のエコ資材」 
～被災地の緑化を目指す高校生の環境活動～ 



米子工業高等専門学校B&C研究同好会  

今年度も鳥取県から米子高専が大活躍！ 
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静岡発‼みんなで創る地域発電所 

これぞ産官学の連携！ 
祝グランプリ受賞 

しずおか未来エネルギー株式会社（環境大臣賞グランプリ） 
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昼光利用による建築物の低炭素化の推進 

タキロン（環境大臣賞企業部門） 

照明器具ゼロの建物もγ 

太陽光を最大限 
取り入れる 
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音力発電 （最優秀わくわく未来賞） 
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大学生のマネジメントシステム運用活動 

千葉大学環境ISO学生委員会 
（ユニ・チャーム最優秀エコチャーミング賞） 
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環境大臣賞（地域部門） 
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パリ協定の3つの重要ポイント 
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世界共通の温暖化対策の目標が決定しました!! 2℃未満1.5℃
も視野に 

第2期とっとり環境イニシアティブプランが策定されました! 

 この計画は「第2次鳥取県環境基本計画の実行計画（本県

の環境の保全及び創造に関する施策の総合的かつ計画的

な推進を図るための基本的な計画）」と「鳥取県地球温暖化

対策計画」として具体的に推進する施策について、平成27

年～30年に重点的に取り組むべき項目を抽出し、目標と目

標を達成するための施策を掲げています。これまでの成果

と課題を踏まえ、第１期の実行計画を基本にしながら、昨今

の環境を取り巻く社会経済情勢の変化に対応するために策

定した第２期の実行計画です。 

主な目標指標 現状（平成
26年度末） 

目標（平成
30年度末） 

電力自給率 31% 35% 

一般家庭等の電気使用量
に対する再エネのカバー率 83% 97% 

鳥取県HPより、イニシアティブプランの全文をダウン
ロードできます。ぜひご覧ください。 
URL http://www.pref.tottori.lg.jp/254936.htm 

地球温暖化対策推進法の一部が改正されました!! 

2030年までに２６％の削減目標設定 民生部門（家庭・業務）は４０％削減 

低炭素な「製品」「サービス」の選択 
 “COOL CHOICE” 

普及啓発を抜本的に強化 

地方自治体と連携し地域レベルで温暖化対策
に取り組む 

環境省HPにおいて詳細を見ることができます。 
ぜひご覧ください。 
URL http://www.env.go.jp/press/102217.html 

家庭や事業所の温暖化対策はますます重視されることに!! 
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鳥取県は27%!!国を上回る削減目標!!（知事2月定例記者会見） 
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日本の長期目標、2050年までに80%削減!! 

長期目標
80％削減 

温室効果ガス排出量と削減目標 
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温暖化対策は社会を
豊かにします!! 

これらの削減目標を目指して、私たちにできること 

基準年を 

2013年と
すると 

鳥取県では
2030年まで
に27％削減 

中期目標
26％削減 
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断熱工事後 

低断熱住宅 断熱省エネ住宅 
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「断熱」省エネ住宅のGood Points 
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上原裕之様 
健康・省エネ住宅 

国民会議 
理事長 

伊香賀俊治様 
慶應義塾 
大学教授 

伊藤明子様 

まち・ひと・しごと創
生本部事務局次長 

前田幸己様 
鳥取県森林組合 
代表理事会長 

山本ルリコ 
温暖化防止センター 
副センター長 

 

 
 
 
（平成28年VOL.20 3月発行） 
発行：鳥取県温暖化防止活動推進センター 
（特定非営利活動法人 ECOフューチャーとっとり） 

〒６８９－１１１１ 鳥取県鳥取市若葉台北１－１－１ 
公立鳥取環境大学内（情報処理棟2階） 

TEL/FAX：０８５７－５２－２７００ 
E-mail：eco.f.tottori@gmail.com 

ホームページ：http://ecoft.org(Facebookもやってます。) 
本誌は、ホームページよりダウンロードできます。 

協力：公立鳥取環境大学岡崎研究室 

NPO法人「ECOフューチャーとっとり」の活動を支えてくださる会員を募集しています。 
入会費 0円（当面の間） 年会費 正会員 3,000円 学生正会員 1,000円 賛助会員 6,000円 事務局へご連絡下さい。 

鳥取県地球温暖化防止活動推進センター通信「TCCCAニュースレター」 VOL.２０ ２０１６ 

鳥取県地球温暖化防止活動推進センター通信（季刊） 
「TCCCA（トッカ）ニュースレター」 


